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緒
方
惟
準
二
八
四
三
’
一
九
○
九
）
は
明
治
十
九
年
五
月
、

本
職
の
近
衛
軍
医
長
と
兼
務
の
東
京
陸
軍
病
院
長
を
免
ぜ
ら
れ
、

陸
軍
軍
医
学
舎
長
兼
近
衛
軍
医
長
に
補
せ
ら
れ
た
。
つ
い
で
明

治
二
○
年
二
月
一
日
、
病
気
を
理
由
に
依
願
退
官
し
、
現
役
を

退
い
た
。
し
か
し
辞
職
の
真
意
は
、
同
僚
と
の
脚
気
問
題
に
つ

い
て
の
意
見
が
合
わ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
軍
医
舎

長
時
代
に
惟
準
が
軍
医
舎
に
在
学
の
軍
医
ら
に
講
義
し
筆
録
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
「
陸
軍
医
務
沿
革
史
」
と
題
す
る
草
稿
本

（
惟
準
の
自
筆
か
？
）
と
考
え
ら
れ
る
一
冊
（
和
装
本
、
縦
二

三
・
三
×
横
一
六
・
二
セ
ン
チ
）
を
、
最
近
演
者
は
入
手
し
た
。

こ
の
講
義
録
に
つ
い
て
は
今
ま
で
全
く
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。

「
陸
軍
軍
医
学
校
史
」
に
は
、
「
小
池
正
直
、
谷
口
謙
ハ
軍
陣
衛

’
陸
軍
々
医
学
舎
長
緒
方
惟
準
講
述
の

「
陸
軍
医
務
沿
革
史
」

中
山
沃

川
崎
医
療
福
祉
大
学

生
学
ヲ
、
永
松
東
海
ハ
菌
学
及
顕
微
鏡
學
ヲ
、
足
立
寛
ハ
軍
陣

外
科
学
ヲ
、
尚
小
池
教
官
ハ
内
科
診
断
学
ヲ
、
伊
部
鐸
ハ
検
眼

法
ヲ
、
曽
根
二
郎
ハ
分
析
學
ヲ
各
講
述
シ
、
陸
軍
医
務
沿
革
史

は
舎
長
緒
方
惟
準
之
ヲ
担
任
ス
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
内
容
に
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
・
惟
準
の
訳
書
、
著
述
な
ど

の
目
録
に
も
今
ま
で
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
の
で
、

報
告
す
る
。

表
紙
に
は
「
陸
軍
警
務
沿
革
史
」
と
睾
書
さ
れ
て
い
る
。
目

次
は
な
く
、
本
文
四
十
三
丁
で
、
一
ペ
ー
ジ
十
七
行
の
罫
紙

（
雁
皮
紙
）
に
一
行
お
き
に
毛
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
。
第
十
三
丁

の
欄
外
に
八
月
九
日
、
第
十
九
丁
に
八
月
廿
三
日
、
第
三
一
丁

に
八
月
三
十
日
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
明
治
十
九
年
の
夏
八

月
に
講
述
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
文
第
一
丁
の
冒
頭
に
、
「
陸
軍
医
務
沿
革
史
学
舎
長
緒
方

惟
準
講
述
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
清
書
本
で
な
く
、
ほ
と
ん
ど

の
ペ
ー
ジ
で
訂
正
、
加
筆
さ
れ
て
い
る
。
惟
準
自
筆
の
講
義
の

草
稿
か
、
あ
る
い
は
惟
準
の
講
義
を
聴
講
者
が
記
録
し
た
も
の

か
、
今
の
段
階
で
は
判
別
で
き
な
い
が
、
惟
準
の
自
筆
本
の
文

字
と
比
較
し
て
み
る
と
、
か
な
り
類
似
し
て
い
る
。
本
文
の
冒
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頭
に
、
「
陸
軍
医
務
」
の
語
句
を
、
仏
、
英
、
独
、
蘭
語
で
記
し
、

陸
軍
衛
生
事
務
の
義
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
次
に
、
自
分

（
惟
準
）
が
二
八
年
前
（
安
政
六
年
、
一
八
五
九
）
長
崎
に
遊
学
、

ボ
ン
ベ
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
の
軍
医
制
度
の
話
を
聞
き
、
オ
ラ
ン
ダ

に
は
官
制
に
、
総
監
、
医
監
、
医
正
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

そ
し
て
明
治
維
新
の
戦
乱
時
に
各
藩
の
医
師
た
ち
は
何
の
規
則

も
な
し
に
、
た
だ
負
傷
兵
を
治
療
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。
維
新

後
惟
準
は
さ
ら
に
英
医
ウ
ィ
リ
ス
か
ら
戦
時
衛
生
事
務
の
こ
と

を
伝
聞
し
た
。

明
治
二
年
二
月
、
新
政
府
は
大
阪
に
ボ
ー
ド
イ
ン
を
招
き
、

病
院
に
お
け
る
一
般
治
療
の
か
た
わ
ら
、
軍
事
病
院
で
医
官
に

軍
隊
医
務
に
つ
い
て
講
義
を
さ
せ
た
。
つ
づ
い
て
徴
兵
（
撰
兵
）

医
務
、
軍
陣
衛
生
学
な
ど
の
講
義
も
さ
せ
た
。
次
い
で
ポ
ー
ド

ィ
ン
の
後
任
ブ
ヅ
ヶ
マ
が
こ
の
任
務
を
引
き
継
ぎ
、
講
義
を
行

っ
た
。
一
方
東
京
で
は
、
松
本
順
は
文
部
省
の
お
雇
い
医
師
ホ

フ
マ
ン
を
雇
い
、
在
京
の
医
官
に
理
学
的
診
断
法
を
講
義
さ
せ

た
。
こ
の
よ
う
な
明
治
維
新
直
後
か
ら
明
治
十
九
年
（
一
八
八

六
）
ま
で
の
軍
隊
医
務
・
軍
医
の
養
成
制
度
の
変
遷
に
つ
い
て

十
一
丁
に
わ
た
っ
て
概
説
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て

い
な
い
事
実
も
あ
り
、
貴
重
な
資
料
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ぎ
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
数
カ
国
の
戦
時
衛
生
事
務
な
ど
を
講

じ
て
い
る
。
こ
れ
は
リ
ヒ
テ
ル
氏
の
軍
陣
外
科
書
か
ら
の
抜
粋

引
用
で
あ
る
。
リ
ヒ
テ
ル
氏
と
は
、
プ
ロ
シ
ャ
帝
国
の
多
彩
な

経
歴
を
持
つ
陸
軍
軍
医
ン
号
魚
序
。
ｇ
匡
西
の
言
⑦
門
（
一
七
九

八
’
一
八
七
六
）
の
こ
と
で
、
プ
ロ
ン
ャ
の
軍
陣
医
療
制
度
の

確
立
に
寄
与
し
た
人
物
で
、
多
く
の
外
科
、
整
形
外
科
な
ど
の

著
書
が
あ
る
。

プ
ロ
シ
ャ
の
戦
時
衛
生
事
務
、
戦
時
衛
生
員
（
軍
医
・
看
護

兵
な
ど
）
養
成
の
沿
革
史
を
詳
細
に
講
述
、
さ
ら
に
欧
州
に
お

け
る
主
要
な
戦
争
（
ド
イ
ツ
の
独
立
戦
争
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争
な

ど
）
に
お
け
る
プ
ロ
シ
ャ
・
フ
ラ
ン
ス
・
英
国
・
ロ
シ
ア
な
ど

の
各
国
軍
医
ら
の
活
動
に
つ
い
て
講
述
し
て
い
る
（
十
二
’
四

三
丁
）
・
将
来
日
本
で
も
遭
遇
す
る
か
も
知
れ
な
い
戦
争
に
備
え

て
、
こ
れ
ら
各
国
の
事
例
を
参
考
に
し
、
日
本
陸
軍
々
医
部
で

も
着
々
制
度
を
と
と
の
え
て
行
き
、
日
清
戦
争
時
に
は
そ
の
成

果
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。


